
キーワード：

Keywords:

CSEP Japan の結果と今後に向けて

CSEP Japan results and future developments
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　CSEPに基づく地震発生予測実験が日本では2009年11月から開始され，ほぼ10年が経った．日本において

は，3つのテスト領域と4つのテストクラスが設定され，160を超えるモデルが日本のテストセンターにおいて

評価されている． 

　実験が開始されてすぐに太平洋東北沖地震が発生し，予測結果の成績がよくなかった期間があったが，その

後は回復傾向である．ただし，太平洋東北地震の影響を考慮したモデル改良によりモデルのパフォーマンスが

向上することもわかった．また，地震数の予測が多くのモデルで比較的困難であるということもわかった． 

　予測結果の評価は，CSEP標準のテストであるN-test, M-Test, S-Test, L-testにより実施されているが，モデ

ル間の比較のためには，対数尤度や情報利得（あるいは確率利得）が直接的で有効であることも明らかと

なった． 

　実験が開始され10年が経ち，テストセンターにおけるハードウェアの老朽化への対策や学習データの増加に

より大きな配列数の確保などモデルの修正などが必要となっている．また，現在の実験はマグニチュード４あ

るいは5以上を予測するテストクラスが設定されているが，より大きなマグニチュードを予測するテストクラ

スの設定が必要である．
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